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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公表番号】特表2007-529386(P2007-529386A)
【公表日】平成19年10月25日(2007.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2007-041
【出願番号】特願2007-503249(P2007-503249)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｇ  15/30     (2006.01)
   Ｂ６５Ｇ  17/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｇ  15/30    　　　Ｚ
   Ｂ６５Ｇ  17/32    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年10月24日(2011.10.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面状物体（５）の搬送装置（１）であって、
－前記平面状物体（５）の一方の面に沿って、前記平面状物体（５）を搬送すべき搬送方
向（ｚ）に延びる少なくとも１つの搬送手段（２）と、
－前記平面状物体（５）の他方の面に沿って、前記搬送方向に延びる少なくとも１つの平
板状の対向層（１３）と、を有し、
　前記少なくとも一つの搬送手段は、当該搬送手段により搬送方向（ｚ）に移動する、離
間して設けられた少なくとも２つの駆動要素（４）を有し、
　前記少なくとも２つの駆動要素（４）は、搬送手段（２）に対して前記平面状物体（５
）に向かって移動可能な、先端面が高い摩擦係数を有する構成要素（８，１１）を有し、
　少なくともその搬送の一部分の間、前記構成要素（８，１１）と対向層（１３）の間に
互いに引付力が働き、該引付力により、前記構成要素（８，１１）の先端面が前記平面状
物体（５）に当接し、前記先端面と前記平面状物体（５）との間の摩擦力により、前記構
成要素（８，１１）が前記平面状物体（５）を保持した状態で、前記搬送手段により前記
駆動要素（４）が搬送方向（ｚ）に移動することを特徴とする、装置
【請求項２】
　少なくとも１つの搬送手段（２）が、少なくとも１つの循環するエンドレス搬送手段を
含むことを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　少なくとも１つの搬送手段（２）は、前記搬送方向（ｚ）に移動する少なくとも２つの
保持部品（７）を有し、前記駆動要素（４）の少なくとも構成要素（８、１１）は前記保
持部材（７）により前記平面状物体（５）に向かって移動可能に保持されていることを特
徴とする、請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記構成要素（８，１１）の先端面が、対向層の表面より高い付着摩擦係数を有するこ
とを特徴とする、請求項１から３の何れか１項に項記載の装置。
【請求項５】
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　前記構成要素（８，１１）の先端面が、圧縮性物質（２０、２８）を含むことを特徴と
する、請求項１から４の何れか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記圧縮性物質（２０、２８）は、先端縁が対向層（１３）方向に該圧縮性物質（２０
、２８）よりも突出した突起部（２２）により囲まれることを特徴とする、請求項５記載
の装置。
【請求項７】
　前記平面状物体（５）に沿ってのびるプレート（２５）と、前記プレート（２５）を前
記平面状物体（５）に向けて移動させるピストン（２６）と、を備え、
　前記構成要素（８，１１）と対向層（１３）の間に互いに作用する引付力の少なくとも
一部が、前記ピストン（２６）によりもたらされることを特徴とする、請求項１から６の
何れか１項に記載の装置。
【請求項８】
　前記対向層（８）はばね薄鋼板を含み、前記構成要素（８，１１）は磁石（１２）が取
り付けられ、
　前記ばね薄鋼板と磁石（１２）との間に作用する磁力が前記構成要素（８，１１）と対
向層（１３）の間に互いに作用する引付力の少なくとも一部をなす力をもたらすことを特
徴とする、請求項１から７の何れか１項に記載の装置。
【請求項９】
　磁石（１２）の対向層（１３）への間隔が、圧縮性被覆より大きいことを特徴とする、
請求項５又は６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記駆動要素（４）は、前記ばね薄鋼板と磁石（１２）との間隔が所定の間隔よりも大
きくなった場合に、磁力に対向して前記構成要素（８，１１）を前記平面状物体（５）か
ら離間させるばねを含むことを特徴とする、請求項８又は９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記所定の間隔が２センチメートルであることを特徴とする、請求項１０に記載の装置
。
【請求項１２】
　前記平面状物体（５）を搬送していない場合には、前記構成要素（８，１１）と対向層
（１３）の間には引付力を作用させないことを特徴とする、請求項１から１１の何れか１
項に記載の装置。
【請求項１３】
　請求項１ないし１２の一項記載の装置を特徴とする、布地含有合成物質製の袋製造装置
。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　図１は、搬送装置１の略図を示す。これは、搬送手段として使用される循環のエンドレ
ス側板チェーン２を含み、該チェーンは、装置台架内に装着され得る歯車３を介して駆動
ないし偏向される。側板チェーン２の側面には、少なくとも２つの駆動要素４が取り付け
られる。通常本発明の搬送装置では、そのような複数の駆動要素４が設けられる。図１に
は２つの駆動要素が表され、その場合に駆動要素４ａが伸張した能動位置に、駆動要素４
ｂが退行した受動位置に表される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　駆動要素４ａ、４ｂは、保持部品７により構成され、該保持部品内にボルト８が移動可
能に装着される。この移動は、二重矢印Ｂ方向で行われる。この方向は、台６上側によっ
て固定される搬送面にほぼ垂直である。保持部品７を貫通するボルト８は、その脚部末端
に円形物９を担持する。この円形物９と保持部品７の間で圧縮ばね１０がボルト８を取り
囲み、該圧縮ばねは、駆動要素４ｂに基づいて描かれているように、駆動要素４ａ、４ｂ
が他の力の作用を受けることなくその進入する、受動位置に残るように作用する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　圧縮性被覆２０を摩擦から保護するために、磁石担持体１９の上方の縁２１が、圧縮性
被覆２０からわずかに突出する、針状ではあるが先端が丸い間隔保持器２２で覆われてい
る。しかしながらこの先端が丸い間隔保持器２２は、さらにわずかに平面状物体５の材料
を押圧するので、この平面状物体はこの方法でさらに保持される。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　平面状物体が存在しない場合には、これは任意のセンサによって検出できるが、プレー
ト２５はその出発位置に残る。磁石１２とプレート２５との間に非常に弱い磁力が生じる
ので、ボルト８は、ガイド１５の末端領域２７をかすめた後にその出発位置に戻る。磁石
１２および対向層１３の間の間隔が今では大きすぎるので、駆動要素４は対向層方向へ移
動しない。
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